
 スペシャルカフェが開店しました。これまでドーナツやジュース・アイスを 
作ったり、動物を作ったりとみんなでイメージを共有しながら一緒に
楽しんできました。取り組みの中で、自分では思いつかなかったことが友だち
から出てきたり、自分の考えが友だちに「それいいね！」と言われたりす
る喜びを感じていました。実際にカフェをやってみることで、お客さんに
商品を出すだけではなく、片付けたり、お客さんに来てもらえるよう呼び
かけたり、並べたりすることも大事なお仕事だと気づいたようです。子ど
もたちの色々な気づきをこれからも大切にしながら遊びを深めていき
たいと思います。他のクラスの友だちを招待することも楽しみに張り切
っています。 
 ５月の終わり頃から育てている夏野菜（きゅうり・枝豆）が大きく大きく
生長しています。ひつじ組テラスのプランターで育てているのですが、
毎日お当番さんが水をあげ、午睡後には生長の様子を観察しています。
「めちゃはっぱがおおきくなってる」「ちいさいきゅうりができてる」
「おまめになってきてるよ」と日々姿を変える様子にくぎ付けの 
子どもたちです。大切に見守り生長を楽しみに育てていきたいです。 
収穫の日も間近です。 
 ひつじぐみの夏もプールに水遊び、感触遊びやどろんこ遊びなど 
夏ならではの遊びを存分に楽しみ、心・身体を動かし、試したり、 
気づいたりする体験を大事にしながら過ごしていきたいと思います。 

 暑さが厳しい季節となりましたが、「外で遊びたい！」と毎日元気いっぱい
戸外に走り出していく子どもたちです。戸外ではドッチボールが盛んになり、
友だちを誘い、チーム決めを自分たちで行ったり、ルールを確認し合ったり
しながら楽しむ姿が見られるようになってきました。また、５月に植えた
枝豆やサツマイモ、ヒマワリの花やアサガオもすくすくと生長し、花や実が
育つ時を楽しみに観察しています。最近は、同じ花でも品種がたくさんある
ことを知り、図鑑を使って「これはこの種類の花が咲くんじゃないか？」と
友だちと調べたり考えたりする姿が見られ、好奇心や探求心が旺盛な
子どもたちです。また、暑さの中で元気に過ごす方法や、熱中症の予防に
ついてクラスの中で話し合っています。こまめな水分補給や木陰で休息
すること、食事で塩分を補給することなど、一緒に考えたことを実践
しようとする姿も見られるようになってきました。この夏も健康に気を
付けながら、たくさんの経験を通して子どもたちと一緒に楽しみを見つ
けていきたいと思います。 
 今月は、楽しみにしていたプールや夏の遊びをたっぷりと楽しみたいと
思います。「ぞう組は、一番最初にプールに入って、掃除ができるん
だよ！」と伝えると、「やったー！！」と大喜びしていた子ども 
たちです。どんなことにも喜びと楽しさ、面白さを見出し、 
遊びに変えていく姿や、人の役に立つ喜びを感じて過ごして 
いきたいと思います。 
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 先月の子どもの日・花の日礼拝では、心を込めて作ったカードとお花を
お世話になっている方々に届けに行くことができました。カードの言葉を
考え、届け先を訪ねる中で、『ありがとう』の気持ちについて子どもたちと
考える機会にもなりました。また、ホールでひつじ組、ぞう組と一緒に
３クラスで合同礼拝を守るようになり、「きょうはどんなおはなしかなぁ？」
「かみさまみてるよ！」と喜びを持って礼拝のひと時を過ごしています。 
５月に植えたインゲン豆とネギも少しずつ大きく育ってきています。

窓の外にあるプランターの様子をいつも気にかけており、「はっぱがめっちゃ
おっきくなってる！」「ねぎ、ほそいなぁ…」と日々変化する野菜の様子に
目を輝かせています。「おみず、あげたい！」と積極的にお世話も頑張って
くれており、収穫の時を今か今かと楽しみにしています。 
 ７月１１日(金)からはいよいよプール遊びが始まります。テラスに出揃う
プール用品を見ながら、初めて大きいプールに入ることを心待ちにして
いる子どもたちです。プールの他にも氷遊びや泡遊びなど感触を楽しむ
遊びや色水遊び、泥んこ遊びなども予定しています。心と体を存分に 
動かして夏の遊びを満喫したいと思います。また、お店屋さんごっこの 
取り組みを始めます。どんなお店屋さんをしたいか、どんなメニューが 
いいのかを子どもたちと相談しながら必要な物を作るなど、進めて 
いきたいと思います。初めてのお店屋さんごっこを通してイメージを 
共有し、友だちとの関わりを大切にしながら楽しんでいきたいと思います。 

 

    “ありがとうの花”の 
歌が大好きなぞう組です。 

ある日、給食後の片付けや 
備品の整理などをしていた担任の 
ところへ手伝いに来てくれた子ども 
たちとの会話です。 

Aちゃん「B ちゃん、これ手伝って 
くれない？」 

Bちゃん「いいよ」 
Aちゃん「ありがとう」 
Cちゃん「ありがとうの花だ！」 
保育者「今の『ありがとう』はどんな 

お花の色なのかな？」 
 Aちゃん「青色かな？」 
 Bちゃん「紫だと思うよ」 
 Aちゃん「わかった！虹色だと思う！」 
 Cちゃん「それいいね！」 

今では、ぞう組の部屋でも 
素敵なありがとうの花が 
たくさん咲いています！ 

 

初めて制作の素材に 

綿(わた)を出した時のお話です。      
Ａくんが目をキラキラさせて 

やってきました。     
Ａくん「ねぇ、これってあまい？」 

保育者「（笑）あまくないよ。」 

Ａくん「そうなんだ・・・くんくん・・・ 

（触りながら必死ににおいを 

嗅いでいました。）」      
きっとＡくんには、お祭りでよく見る 

甘いお菓子、綿あめに見えて 

いたんでしょうね！！ 

     暑い園庭で水を 
撒きながら気持ちよく 

遊んでいた時の子どもの姿です。      
「あ！にじがみえる！ 
   せんせい、もっかいやって！」        

 保育者が水を撒くのと同時に走り出した 

子どもたち。シャワーの中を走り抜けると…       
「やった～！にじのうえにのれた！」       

  夢が溢れる子どもらしい表現と 
   楽しそうに虹に向かっていく後ろ 

姿がほほえましく、笑顔に 
なる出来事でした。 


